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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器本体の開口部に装着され、容器本体の開口部への装着筒部、及び注出口を有する抽
出筒部を設けた下筒体と、前記注出筒部内に侵入して注出口該当箇所を塞ぐ栓部を備え、
下筒体に煽り回動自在にヒンジ軸で連結すると共に開口方向に付勢した蓋体とで構成して
なる飲料用容器の栓体において、下筒体におけるヒンジ軸と反対側となる流出路部の外周
面に係止受け部を形成し、前記係止受け部と対応する個所に係止爪を設けた係止片部、及
び蓋体上面に位置する操作片部とを有した全体逆さＬ状の係止体を、逆さＬ状における角
部位置でヒンジ軸と略平行な支軸で軸支し、且つ前記操作片部を蓋体上面に露出させて揺
動自在に蓋体に組み込み、前記操作片部の蓋体上面方向からの押圧操作によって、係止爪
が係止受け部に対して係合離脱可能で、且つ係止爪を係止受け部方向に付勢する付勢部を
付設した蓋体係止構造を備えてなると共に、前記係止体の操作片部を、係止片部と一体の
揺動部と、前記揺動部上で前後方向に移動可能に設けた移動部とで形成し、移動部先端面
が係止片部外周と一致する際に、移動部の基方が蓋体上面と当接して係止体の揺動動作を
阻止し、移動部の前方突出で揺動を可能としたロック機構を設けてなることを特徴とする
飲料用容器の栓体。
【請求項２】
　係止体を蓋体に形成した凹部内に収めて、係止片部を蓋体の外周面と面一とし、且つ操
作片部を蓋体上面と面一となるように設けてなると共に、移動部先端面が係止片部外周と
一致する際のみに、容器本体に装着されるキャップ体内に納まるようにしてなる請求項１
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記載の飲料用容器の栓体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯用の飲料容器における栓体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　携帯用の飲料容器は、容器本体と、容器本体の開口部に装着される栓体と、更に前記栓
体を覆うように装着されるキャップ体とで構成されるものが知られており、近年において
容器本体は、ステンレス製の真空断熱二重容器が採用され、栓体は、流出路を下方（容器
内）から閉塞する弁体を備えた構造（特開平８－２８９８４９号）や、流出路の洗浄が容
易になるように流出路の上方から閉塞する構造のものが採用されている。
【０００３】
　注出口（流出路内周面又は底面）を上方から閉塞する栓体は、容器本体の開口部に装着
し、注出口を有する流出路部を設けた下筒体と、流出路部内に侵入して注出口該当箇所を
塞ぐ栓部を備え、下筒体に煽り回動自在にヒンジ連結した蓋体とで構成しているものであ
る。
【０００４】
　また前記の蓋体は、閉口時には注出口からの水漏れが発生しないように何らかの係止構
造を備えて閉口状態を維持し、且つ容器本体内飲料を注ぎ出す際には、蓋体が開口状態を
維持する必要があり、而も前記の閉口状態においては、キャップ体が装着される構造でな
ければならない。即ち栓体は、所定の空間内に収まる大きさで、開口付勢構造と閉口時の
係止構造を備える必要がある。
【０００５】
　前記の構造を備えた従来手段として、特許文献１（特開２００１－１４９２３５号公報
）に、ヒンジ軸と直交する方向にスライド移動すると共に、先方（ヒンジ軸位置を基方と
定義する）に付勢した係止体を、蓋体上面に設け、下筒体の流出路部の先方内周面に、係
止受け凹部を設け、前記係止体に前記係止受け凹部に係止される係止爪を設けてなる係止
構造が開示されている。
【０００６】
　更に特許文献２（特開２００８－１３７６５７号公報）には、下筒体の流出路部の上縁
側方個所に係止鉤部を形成し、係止体の両側方個所にＬ状の係止爪を設けてなる係止構造
が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００１－１４９２３５号公報
【特許文献２】特開２００８－１３７６５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　第一の課題として、前記のとおりキャップ体を備えた飲料用容器における煽り回動によ
る開閉機構を備えた蓋体を有する栓体では、開口付勢構造と閉口時の係止構造を備えると
共に、所定の空間内に収まる大きさに形成する必要がある。このため特許文献１で開示さ
れている係止構造は、係止受け凹部を流出路部の先方内周面に形成しているために、容器
本体内の飲料が流出する際に当該凹部の形成個所を流れるので、注出流に乱れが生ずると
共に、当該個所が凹部であるために汚れも沈着し易い。
【０００９】
　また特許文献２に開示されているように、下筒体の流出路部の上縁側方個所に係止鉤部
を形成している場合には、係止個所とヒンジ軸との距離が近いために、係止当接個所が受
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ける圧力（開口方向の付勢力）が大きく、不測の係止解除が為されないように、係止鉤と
係止爪の係止形状を考慮する必要があり、且つ充分な係止面積が必要となり、前記の配慮
を為すと係止解除の抵抗力が大きくなり、逆に係止解除の操作性を損なうことになる。こ
のように前記構造は、相反する条件を備える構造であり、必ずしも最適な係止構造とは言
えない。
【００１０】
　また第二の課題として、前記の前後スライド構造の係止体を採用した場合には、係止体
の移動操作方向と、蓋体の動作方向が相違するので、開口操作性に問題がある。
【００１１】
　即ち係止体は、係止状態を維持するために係止方向（先方向）に付勢されており、係止
解除を行うには、前記の先方向付勢力に抗って指で係止体をスライド操作し、その状態で
係止体から指を離すと、蓋体は上方へ煽り回動するが、同時に係止体も先方にスライド復
帰移動するので、確実な蓋体開口操作には、係止体を後方にスライドさせた状態を維持し
ながら、指による蓋体への下圧力を小さくするという操作が必要になり、単純な操作での
確実な開口が必ずしも実現するものではない。
【００１２】
　更に第三の課題として、前記の係止構造において係止体の動作抑止は、係止体に付設し
た付勢機構のみであるので、誤って係止体を動作させてしまった場合に、内部飲料が零れ
てしまう虞があり、また蓋体の確実な閉塞を確認せずにキャップ体を装着して携帯した場
合に、携帯時に内部飲料が漏れてしまう虞がある。
【００１３】
　そこで本発明は、前記の課題を解決する新規な飲料用容器の栓体を提案したものである
。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明（請求項１）に係る飲料用容器の栓体は、容器本体の開口部に装着され、容器本
体の開口部への装着筒部、及び注出口を有する抽出筒部を設けた下筒体と、前記注出筒部
内に侵入して注出口該当箇所を塞ぐ栓部を備え、下筒体に煽り回動自在にヒンジ軸で連結
すると共に開口方向に付勢した蓋体とで構成してなる飲料用容器の栓体において、下筒体
におけるヒンジ軸と反対側となる流出路部の外周面に係止受け部を形成し、前記係止受け
部と対応する個所に係止爪を設けた係止片部、及び蓋体上面に位置する操作片部とを有し
た全体逆さＬ状の係止体を、逆さＬ状における角部位置でヒンジ軸と略平行な支軸で軸支
し、且つ前記操作片部を蓋体上面に露出させて揺動自在に蓋体に組み込み、前記操作片部
の蓋体上面方向からの押圧操作によって、係止爪が係止受け部に対して係合離脱可能で、
且つ係止爪を係止受け部方向に付勢する付勢部を付設した蓋体係止構造を備えてなると共
に、前記係止体の操作片部を、係止片部と一体の揺動部と、前記揺動部上で前後方向に移
動可能に設けた移動部とで形成し、移動部先端面が係止片部外周と一致する際に、移動部
の基方が蓋体上面と当接して係止体の揺動動作を阻止し、移動部の前方突出で揺動を可能
としたロック機構を設けてなることを特徴とするものである。
【００１５】
　而して蓋体を回動して栓部で注出口を閉塞して、係止体の係止爪が係止受け部に係止す
ることで蓋体による閉口状態が維持され、係止体の係止爪と係止受け部との係合を解除す
ると、蓋体は回動付勢力によって回動して開口状態となる。
【００１６】
　従って下筒体の係止受け部が流出路部の外周に設けられているので、流出路部の洗浄に
不都合が生じないし、また係止位置がヒンジ軸と離れた個所に存在するので、蓋体回動付
勢力が強く作用せず、係止体の回動解除操作が容易になされる。
【００１７】
　更に本発明は、係止体を、ヒンジ軸と略平行な支軸で軸支して揺動自在に組み込んでな
るもので、係止体の操作片部を上方より下圧すると係止体が回動して係止状態が解除され
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、そのまま下圧を開放すると、蓋体は回動付勢力によって回動して開口状態となる。この
係止体の係止解除回動操作時には、係止体の付勢力方向と、蓋体の開口回動付勢力方向が
一致するので、係止体の解除状態で指での下圧を解除しても、蓋体の回動付勢力で係止体
の操作片部が指先に当接して係止体の解除状態が維持されて蓋体が開口方向に回動を開始
するので、開口動作が非常にスムーズになされるものである。またロック機構は、移動部
の前後スライド移動でロック及びその解除をなすもので、移動部が後退して移動部先端面
が係止片部外周と一致する状態（非突出状態）で、移動部基方が蓋体上面（ロック受け面
）に当接して係止体の回動が阻止されてロック状態とし、移動部を前方に突出させると、
移動部の基方がロック受け面上から移動して係止体が回動可能となり、係止体の操作によ
って開口することができるもので、このロック機構によって係止体の動作を制止している
ものであるから、誤って係止体に操作方向の力が加わっても、誤って開口状状態となるこ
とが無い。
【００１８】
　また本発明（請求項２）に係る飲料用容器の栓体は、係止体を蓋体に形成した凹部内に
収めて、係止片部を蓋体の外周面と面一とし、且つ操作片部を蓋体上面と面一となるよう
に設けてなると共に、移動部先端面が係止片部外周と一致する際のみに、容器本体に装着
されるキャップ体内に納まるようにしてなるもので、係止体が蓋体の外周面及び上面と面
一に形成することに相俟って、栓体の露出外形の突出部分が少なく、的確なキャップ体内
収納が実現すると共に、すっきりとした外観を呈することになる。特に蓋体の開閉可能な
状態（非ロック状態）では、移動部の突出によってキャップ体の装着ができないので、確
実な閉口状態となってキャップ体が装着されるので、携帯時の内部飲料の漏れが生ずる虞
が無い。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の構成は上記のとおりで、流出路部の外周に係止構造を設けると共に、係止動作
を行う係止体を所定の範囲内に収めて組み込んだもので、流出路内の洗浄に支障が生ずる
ことがなく、係止効果の高いヒンジ軸と離れた位置での係止を実現でき、更に優れた開口
操作性をも具備したものである。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の実施形の外形図。
【図２】同断面斜視図。
【図３】同全体斜視図（開口状態）。
【図４】同断面図（ロック状態）。
【図５】同断面図（ロック解除操作）。
【図６】同断面図（開口操作）。
【図７】同断面図（開口状態）。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　次に本発明の実施形態について説明する。実施形態に示した栓体は、所定の容器本体Ａ
の開口部に装着され、且つ容器体本体Ａに装着されるキャップ体Ｂ内に納まるものである
。
【００２５】
　容器本体Ａは、例えばステンレス製真空二重容器で、円筒状の容器部０１の上部の開口
部０２の外周面にキャップ体Ｂの螺合用螺旋条０３が形成され、内周面に栓体装着用の螺
旋条０４が形成されているものである。
【００２６】
　栓体は、下筒体１と、蓋体２と、蓋体２に組み込んだ係止体３で構成されるものである
。
【００２７】
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　下筒体１は、装着筒部１１と、注出筒部（飲料容器が直飲タイプであれば、飲み口部と
なる）１２と、被冠被覆部１３を備えたもので、装着筒部１１及び注出筒部１２は、内部
が連通して流出路が構成されるようにしたものである。
【００２８】
　装着筒部１１は、容器本体Ａの開口部０２に螺合装着するように外周面に螺合突条１１
１を形成し、下端に水封パッキン１１２を装着し、注出筒部１２の間に狭搾部を形成して
注出口１１３を設けると共に、前記注出口１１３に流出路を遮断するような横仕切り板１
１４を形成し、前記横仕切り板１１４に基方流出口１１５と、先方流出口１１６を設け、
基方流出口１１５の下方には、通路（空気路）１１７を形成する縦仕切り部１１８を設け
てなるものである。
【００２９】
　注出筒部１２は、注出口１１３からややフレア状に開口し、基方には、ヒンジ軸４を支
持する軸支持部１２１を設け、先方に後述する係止爪３４が係止される係止受け部１２２
を設けたものである。
【００３０】
　被冠被覆部１３は、装着筒部１１の上部外周に突出して、開口部０１の開口端外周を覆
うように設けたもので、キャップ体の螺合用螺条０３より小径となるように形成されてい
るものである。
【００３１】
　蓋体２は、基方においてヒンジ軸４で前記注出筒部１２の基方外周個所に軸結して、注
出筒部１２の上面を覆うように煽り回動自在に装着し、且つ前記軸結個所には、蓋体２が
注出筒部１２の上面を覆う方向（閉口方向）に付勢するバネ体を付設してなるものである
。また蓋体の下面内側には、閉口時に注出口１１３を塞ぐ栓部２１を垂設し、外周面２２
は、前記被冠被覆部１３と面一になるように形成すると共に、前方部分及び上面部分には
、係止体３が納まる凹部２３を形成し、更に上面の凹部２３においては、基方側に前記凹
部２３より少し高くしたロック受け面２４を設けたものである。
【００３２】
　係止体３は、前記凹部２３に納まる大きさに形成したもので、縦の係止片部３１と横の
操作片部３２からなり、全体が逆さＬ状で、角部をヒンジ軸４と略平行な支軸３３で軸支
して揺動自在に設けると共に、係止片部３１の内側における係止受け部１２２に対応する
個所に係止爪３４を設け、前記係止爪３４を係止受け部１２２方向に付勢する付勢部３５
を付設してなるものである。
【００３３】
　また前記の操作片部３２は、係止片部３１と一体の揺動部３２１と、前記揺動部３２１
上で前後方向に移動可能に設けた移動部３２２とで構成すると共に、前方移動によって移
動部３２２の基端底面がロック受け面２４の上面から外れ、後方移動によって前記基端底
面がロック受け面２４の直上に位置するように設けたものであり、係止片部３１の外側面
及び移動部３２２の後退時の先端面が、蓋体２の外周面と面一となるように形成され、移
動部３２２の上面が、蓋体２の上面と面一となるように形成したものである。
【００３４】
　而して前記の栓体は、容器本体Ａの容器部０１に所望の飲料を充填した後に、下筒体１
の螺合突条１１１を容器本体Ａの螺旋条０４に螺合して、容器本体Ａの開口部０２に装着
し、蓋体２を閉口ロック状態としてキャップ体Ｂを被せて携帯し、飲料を取り出す際に、
キャップ体Ｂを外し、蓋体２を開口状態として、コップ兼用のキャップ体Ｂ等へ注出筒部
１２から飲料を注ぎ出し、喫飲に供するものである。
【００３５】
　閉口状態について説明すると、図４に示すとおり、係止体３の係止爪３４が係止受け部
１２２に係止し、且つ付勢部３５の付勢力で係止爪３４が係止受け部１２２の方向に押し
付けられているので、前記係止状態が維持されことになる。
【００３６】
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　しかも前記閉口状態においては、係止体３の外周面（係止片部３１の外側面及び移動部
３２２の上面）が、蓋体２の外側面及び上面と面一となるので、栓体の露出外形において
突出部が無く、キャップ体Ｂの着脱に全く支障が生じない。
【００３７】
　また前記閉口状態で、係止体３を動作させるべく、操作片部３２（移動部３２２）を上
方から押圧しても、移動部３２２の基方がロック受け面２４に衝突して係止体の回動動作
が阻止され、係止体３はロック状態となっているので、前記ロック状態を解除しない限り
係止体３の回動動作が制止されており、誤って蓋体２が開口することが無い。
【００３８】
　開口操作は、図５に示すように、移動部３２２を前方にスライド移動させて、移動部３
２２の基方がロック受け面２４上から離脱すると、係止体３の回動操作が可能となる。
【００３９】
　そして係止体３の操作片部（移動部の上面）３２を下圧して係止体３を回動させると、
係止爪３４と係止受け部１２２の係止が解除され、そのまま下圧を解除すると、蓋体２は
、開口方向の付勢力で開口動作するものである（図６，７）。
【００４０】
　特に前記の操作においては、係止体３の解除操作状態で、係止体３の付勢力と蓋体２の
付勢力が同一方向で作用しているので、指での下圧を解除しても、解除直後においては、
蓋体２の回動付勢力で係止体３の操作片部（移動部３２２）３２が指先に当接しており、
係止体３の解除状態が維持されて蓋体２の開口方向への回動が開始されることになり、開
口動作が非常にスムーズになされる。
【００４１】
　また閉口する際には、蓋体２を閉口方向に回動操作して、係止体３の係止爪３４を係止
受け部１２２に係止して閉口するが、移動部３２２が前方へ突出した状態（非ロック状態
）では、移動部３２２が邪魔になってキャップ体Ｂの装着ができない。従って移動部３２
２をロック状態の位置まで操作移動させ、確実な閉口状態となってからキャップ体Ｂが装
着されることになり、携帯時の内部飲料の漏れの生ずる虞が無い。
【符号の説明】
【００４２】
１　　　　下筒体
１１　　　装着筒部
１１１　　　螺合突条
１１２　　　水封パッキン
１１３　　　注出口
１１４　　　横仕切り板
１１５　　　基方流出口
１１６　　　先方流出口
１１７　　　通路（空気路）
１１８　　　縦仕切り部
１２　　　注出筒部
１２１　　　軸支持部
１２２　　　係止受け部
１３　　　被冠被覆部
２　　　　蓋体
２１　　　栓部
２２　　　外周面
２３　　　凹部
２４　　　ロック受け面
２５　　　受け壁
３　　　　係止体
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３１　　　係止片部
３２　　　操作片部
３２１　　　揺動部
３２２　　　移動部
３２３　　　後壁部
３３　　　支軸
３４　　　係止爪
３５　　　付勢部
４　　　ヒンジ軸

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【図７】
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